
(57)【要約】

【課題】従来品は固定式で出火場所により作動時間が不

安定だ。又、大型で取り付け位置も限られ、突出部が衝

撃で誤噴射する危険性がある。原理は消火剤入りのタン

クにスプリンクラーを装備したもので、火災の熱による

熔解噴射式である。火災で弁のハンダ等、接合部が熔解

する仕組みだが弁が開く迄に時間を要し、弁の不開やタ

ンクの不具合等機械的な欠陥、一定場所からの散布は延

焼する危険性も高い。

【手段】薄板状の燃焼プラスチックを箱船型に建材加工

、内部に消火剤入りの発砲スチロール容器を内蔵し、天

井全体に貼り付けた。装置の素材を熱に弱くし、火災の

炎で消火剤容器が燃焼破裂して散布する原理であり、又

、装置自体を炎で変形させ床面への落下衝撃で破裂させ

て消火する原理である。又、更に早期に火災反応させる

目的で着火燃料と火薬を装備し天井で一気に爆破拡散さ

せて消火する原理であり、広範囲の安定的な早期消火を

実現した。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 プ ラ ス チ ッ ク 及 び ビ ニ ー ル 製 の 本 体 に 、 消 火 剤 入 り の 発 砲 ス チ ロ ー ル 容 器 を 内 蔵 し 、 火
災 時 に は 、 炎 で 内 部 の 容 器 が 燃 焼 し な が ら 破 裂 す る こ と で 、 内 部 の 消 火 剤 が 落 下 し て 散 布
さ れ 、 自 動 消 火 を 行 う 原 理 に 基 づ く 、 自 動 消 火 装 置 が 内 蔵 さ れ た 建 材 板 で あ る 。 （ 燃 焼 破
裂 式 の 自 動 消 火 建 材 ）
【 請 求 項 ２ 】
　 同 、 火 災 時 に は 、 炎 や 熱 風 で 本 体 吊 り 受 け 部 の 座 板 が 変 形 し て 、 装 置 全 体 が 落 下 し 、 内
部 の 容 器 が 床 と 激 突 し て 破 裂 す る こ と で 、 内 部 の 消 火 剤 が 拡 散 さ れ て 自 動 消 火 を 行 う 原 理
に 基 づ く 、 請 求 項 １ の 自 動 消 火 装 置 が 内 蔵 さ れ た 建 材 板 で あ る 。 （ 変 形 落 下 破 裂 式 の 自 動
消 火 建 材 ）
【 請 求 項 ３ 】
　 同 、 火 災 時 に は 、 炎 が 装 置 本 体 を 直 撃 し 、 本 体 内 部 に 装 備 し た 着 火 用 固 形 燃 料 と 爆 竹 等
の 火 薬 に 反 応 し 、 爆 破 す る こ と で 内 部 の 消 火 剤 が 拡 散 さ れ て 、 自 動 消 火 を 行 う 原 理 に 基 づ
く 、 請 求 項 １ の 自 動 消 火 装 置 が 内 蔵 さ れ た 建 材 板 で あ る 。 （ 燃 焼 爆 破 式 の 自 動 消 火 建 材 ）
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 火 災 時 に 、 無 人 で 消 火 を 行 う 自 動 消 火 装 置 機 能 を 持 つ 建 材 板 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 建 材 板 で は 、 不 燃 材 質 で 燃 焼 し な い 製 品 は あ る が 、 自 動 消 火 機 能 を 持 つ 建 材 板 は な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 自 動 消 火 装 置 は 、 消 火 剤 入 り の タ ン ク や ボ ン ベ に ス プ リ ン ク ラ ー ヘ ッ ド を 取 り 付
け た も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 原 理 は 、 火 災 の 炎 で 、 消 火 剤 入 り タ ン ク の 噴 射 口 弁 （ ス プ リ ン ク ラ ー ヘ ッ ド 等 ） の 止 水
弁 の ハ ン ダ 等 、 接 着 部 材 が 火 災 の 熱 で 熔 解 し て 噴 射 口 が 開 放 し 、 内 部 の 消 火 剤 が 散 布 さ れ
る 仕 組 み で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 品 は ス プ リ ン ク ラ ー 同 様 で 、 噴 射 口 を 部 屋 の 中 央 付 近 、 又 は 天 井 の 一 定 場 所 に 固 定
し 、 そ の 部 分 に 火 が 延 焼 し て こ な い と 熱 が 感 知 で き な い 仕 組 み で あ り 、 消 火 作 動 迄 の 時 間
が 不 安 定 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 出 火 場 所 が 消 火 装 置 か ら 離 れ て い る 場 合 、 消 化 作 動 す る 迄 に か な り 時 間 が 掛 か る 為 、 鎮
火 が 遅 れ 、 延 焼 し て 被 害 を 増 大 さ せ る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 品 は 装 置 自 体 大 型 で あ り 、 取 り 付 け 位 置 が 限 定 さ れ る 。 又 、 天 井 に 露 出 し て 設 置 し
た 場 合 、 大 き く 突 出 す る の で 、 物 が 当 た っ て 誤 噴 射 す る 危 険 性 や 、 か な り 重 量 も あ り 、 誰
で も 、 何 処 に で も 取 り 付 け ら れ る と い っ た 施 工 性 の 良 い も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 体 や 噴 射 弁 が 金 属 製 で あ る こ と か ら 、 火 に 対 す る 強 度 が あ り 、 製 品 の 欠 陥 等 に よ る 不
具 合 で 、 弁 が 瞬 時 に 開 放 し な い 危 険 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 を 解 決 し 、 如 何 な る 場 所 か ら の 出 火 に 対 し て も 、 広 範 囲 に 渡 っ て
き め 細 か く 反 応 し 、 瞬 時 に 消 火 対 応 が で き 、 建 築 材 料 と 自 動 消 火 装 置 の 両 方 の 機 能 を 具 え
持 つ 、 軽 量 で 薄 型 、 構 造 的 に も 簡 単 で 誤 作 動 が な い 装 置 、 そ し て 低 コ ス ト で 優 れ た 消 火 機
能 を 発 揮 し 、 火 災 の 際 、 無 人 で 安 定 し た 消 火 作 業 を 実 践 し て く れ る 、 自 動 消 火 装 置 機 能 を
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持 つ 建 材 板 を 実 現 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 建 材 化 粧 板 に 着 目 し 、 一 般 建 築 材 料 と 同 規 格 寸 法 の
４ ５ ０ ｍ ｍ 角 の 四 角 い 平 板 状 に し 、 厚 み を ２ ０ ｍ ｍ の 箱 船 型 の デ ザ イ ン に し た こ と で 、 消
火 装 置 自 体 が 既 存 の 天 井 材 等 の 内 装 面 と し て 直 接 使 用 で き 、 又 、 重 ね て 貼 り 付 け が 出 来 る
よ う に し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 体 素 材 は 、 燃 焼 性 が 高 い プ ラ ス チ ッ ク や ビ ニ ー ル を 使 用 し 、 内 部 の 容 器 は 燃 焼 し や す
い 発 砲 ス チ ロ ー ル 製 に し 、 更 に 底 面 を 網 目 及 び 孔 貫 き 状 に し て 内 部 の 容 器 に 点 火 し や す く
し た 。 火 災 の 炎 が 内 蔵 容 器 を 燃 や し て 破 裂 さ せ 、 内 部 の 消 火 剤 が 引 力 や 重 力 で 散 布 さ れ る
仕 組 み で あ り 、 火 災 の 炎 を 活 用 し 、 自 然 の 摂 理 を 利 用 し た 原 理 な の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の 燃 焼 し て 破 裂 し 自 動 消 火 す る 建 材 板 は 、 更 に 異 な る 原 理 の 消 火 機 能 を 持 ち 、 消 火
装 置 本 体 の 吊 り 受 け 部 の 座 板 が 、 火 災 の 熱 風 で 変 形 す る こ と に よ り 自 然 落 下 し 、 床 へ の 衝
撃 で 破 裂 し て 拡 散 す る 仕 組 み の 自 動 消 火 原 理 で あ る 。 リ ン ゴ が 木 か ら 落 ち れ ば 地 面 に 衝 突
し て 割 れ る と い う 、 古 来 よ り 伝 わ る 自 然 摂 理 の 法 則 を 利 用 し た 技 術 な の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 自 然 の 摂 理 で あ る 引 力 や 重 力 を 利 用 し 、 発 砲 ス チ ロ ー ル 容 器 が 床 と 激 突 し て 破 裂 し 、 消
火 剤 が 拡 散 し な が ら 消 火 す る 仕 組 み で あ る 。 消 火 剤 入 り の 建 材 板 が 火 災 の 熱 風 で 変 形 し て
落 下 し 、 引 力 や 重 力 に よ り 床 と 激 突 し て 破 裂 し 消 火 を 行 う 発 明 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の 燃 焼 破 裂 し 自 動 消 火 す る 建 材 板 は 、 更 に 原 理 の 異 な る 消 火 機 能 を 持 ち 、 炎 で 変 形
し て 落 下 す る 前 に 、 い ち 早 く 火 災 を 反 応 し て 消 火 動 作 さ せ る た め 、 着 火 燃 料 と 爆 竹 等 の 火
薬 を 装 備 し 、 装 置 自 ら が 積 極 的 に 燃 焼 し て 自 爆 し 、 内 部 の 消 火 剤 を 拡 散 さ せ る 原 理 に よ る
自 動 消 火 機 能 な の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 火 災 の 状 況 に よ り 、 そ れ ぞ れ 機 能 が 異 な っ た 原 理 に よ り 、 合 理 的 に 作 動 す る 仕 組 み で あ
り 、 自 然 燃 焼 破 裂 方 式 を 始 め 、 燃 焼 落 下 破 裂 方 式 や 燃 焼 自 爆 方 式 を 組 み 合 わ せ た こ と に よ
り 、 火 災 に 対 す る 動 作 反 応 時 間 が 短 縮 し て 安 定 し 、 更 に 一 層 、 素 早 く 効 率 の 良 い 自 動 消 火
が 可 能 に な っ た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 建 材 板 に 自 動 消 火 装 置 機 能 を 持 た せ た 新 発 想 に よ る 画 期 的 な 発 明 な の で あ り
、 薄 型 に 加 工 し た 建 材 板 に 消 火 剤 を 内 蔵 し 、 建 物 全 体 に 自 動 消 火 装 置 を 貼 り 付 け た の で あ
る 。 建 物 全 体 が 、 消 火 装 置 で あ り 、 火 災 が 発 生 し て も 素 早 い 消 火 に よ り 、 延 焼 の 可 能 性 も
低 く 、 あ ら ゆ る 火 災 に 対 し 、 被 害 が 最 小 限 度 で 済 ま せ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 原 理 的 に は 、 装 置 の 内 部 の 消 火 剤 容 器 が 熱 で 燃 焼 破 裂 す る 方 式 や 、 又 、 熱 で 変 形 し 、 落
下 し て 同 容 器 が 破 裂 散 布 す る 方 式 、 又 、 火 薬 に よ り 同 容 器 が 自 爆 散 布 す る 方 式 等 で あ り 、
現 実 、 直 接 火 の 無 い と こ ろ で は 作 動 し な い 原 理 な の で 、 基 本 的 に 誤 作 動 が 発 生 し に く い の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 全 て 燃 焼 素 材 で 最 大 限 自 然 現 象 を 取 り 入 れ た 単 純 な 仕 組 み の 装 置 で あ り 、 如 何 な る 状 況
で も 、 炎 に 反 応 し て 容 器 は 破 裂 し 、 内 部 の 消 火 剤 が 散 布 さ せ る 事 は 間 違 い な く 、 ス プ リ ン
ク ラ ー 等 、 弁 が 開 放 し な い 不 開 誤 作 動 の 心 配 も 一 切 な く 、 炎 の 熱 に 反 応 し 、 確 実 に 自 動 消
火 の 効 果 を 実 現 し て く れ る 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 子 供 の 火 遊 び や 高 齢 者 の 不 注 意 に よ る 火 災 等 、 年 々 火 災 事 故 は 増 加 し て お り 、 本 発 明 の
自 動 消 火 装 置 が 普 及 す れ ば 、 こ の 様 な 不 幸 な 事 故 は 、 確 実 に 減 少 さ せ る 事 が で き る 。 こ の
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装 置 は 、 新 築 時 に 設 置 す れ ば 建 物 全 体 が 自 動 消 火 装 置 に な る の で あ り 、 既 存 建 物 で も 天 井
等 、 簡 単 に 上 か ら 重 ね て 吊 れ る の で 、 十 分 に 自 動 消 火 装 置 と し て の 効 果 が 発 揮 で き る の で
あ る 。 又 、 外 壁 用 の 保 護 建 材 と し て 使 用 す る こ と も で き 、 近 隣 の 火 災 に よ る 延 焼 の 心 配 も
な く な る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 装 置 を 薄 型 に し て 分 散 化 し た の で 、 数 多 く 設 置 す る こ と に な る が 、 取 り 付 け は 省 施 工 で
容 易 で あ り 、 建 物 全 体 に 消 火 エ リ ア が 広 が り 、 き め 細 か く 対 応 で き る の で 、 万 が 一 の 火 災
に も 初 期 消 火 が 可 能 と い う 利 点 が 生 ま れ 、 被 害 は 最 小 限 度 で 抑 え ら れ る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 装 置 の 簡 素 化 に よ り 製 品 の 製 造 コ ス ト は 低 く な り 、 又 、 取 り 付 け や 取 り 替 え 、 メ ン テ ナ
ン ス 等 、 施 工 費 や ラ ン ニ ン グ コ ス ト も 低 価 格 化 さ せ た こ と で 、 建 物 全 体 の 自 動 消 火 装 置 の
導 入 が 手 軽 に な っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ ま で 建 材 に 不 燃 材 は 存 在 し た が 、 自 動 消 火 装 置 を 内 蔵 し た 建 材 は 存 在 し て い な い 。
又 、 自 動 消 火 装 置 に つ い て は 、 火 災 の 炎 で 消 火 剤 の 噴 射 口 が 自 動 開 放 し 、 消 火 す る 原 理 の
製 品 は あ っ た が 、 炎 の 熱 で 装 置 自 体 が 燃 焼 し て 破 裂 散 布 す る 原 理 や 、 又 、 燃 焼 し て 変 形 し
、 自 然 落 下 に よ る 衝 撃 破 裂 に よ り 散 布 す る 原 理 、 又 、 火 薬 に よ り 自 爆 し て 破 裂 し 散 布 す る
原 理 等 、 従 来 品 に は 装 置 自 体 を 意 図 的 に 燃 焼 さ せ る 原 理 は な く 、 燃 焼 や 、 変 形 、 爆 破 さ せ
て 作 動 し 、 直 接 内 部 の 消 火 剤 を 拡 散 さ せ る 自 動 消 火 装 置 は 存 在 し な か っ た の で あ る 。 本 発
明 は 、 建 材 板 の 内 部 に 自 動 消 火 装 置 を 内 蔵 し た 全 く 新 し い 発 想 で あ り 、 自 動 消 火 装 置 と し
て も 建 材 と し て も 画 期 的 な 発 明 な の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 状 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 、 本 体 を プ ラ ス チ ッ ク 及 び ビ ニ ー ル 製 等 、 燃 焼 素 材 を 成 型 し て 平 板 状 の 薄 四 角
い 箱 船 型 に し 、 内 部 中 央 に は 若 干 小 さ い 同 型 の 箱 船 と 両 端 に 細 長 い 筒 状 の 発 砲 ス チ ロ ー ル
製 の 容 器 を 入 れ 、 発 砲 ス チ ロ ー ル 容 器 に は 、 中 央 に 液 体 状 と 両 サ イ ド に 粉 末 状 の 消 火 剤 を
入 れ 、 ポ リ エ チ レ ン 製 フ ィ ル ム シ ー ト で 密 封 し た 。 又 、 本 体 は 、 底 部 全 体 を 網 目 貫 き に し
、 両 サ イ ド を 直 線 状 の 丸 孔 貫 き 加 工 に し 、 本 体 内 部 の 丸 孔 部 分 に は 固 形 燃 料 シ ー ト を 敷 き
、 液 体 容 器 と 粉 末 容 器 の 間 に 爆 竹 を 装 備 し た の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 は 、 主 に 天 井 材 と し て 使 用 し 、 取 り 付 け 方 は 、 新 築 建 物 で は 、 不 燃 の 下 地 板 の 表
面 に プ ラ ス チ ッ ク 製 の Ｈ 型 レ ー ル を 横 向 き に 取 り 付 け 、 本 体 を は め 込 ん で 吊 り 下 げ る だ け
で あ る 。 又 、 既 存 住 宅 の 場 合 に は 、 予 め 取 り 付 け た フ ッ ク に 本 体 を 引 っ 掛 け て 吊 り 下 げ る
が 、 本 体 の 取 り 付 け 用 の ネ ジ 孔 に あ る プ ラ ス チ ッ ク 、 又 は ビ ニ ー ル 製 の 座 板 を 挟 ん で ネ ジ
止 め す る だ け で あ る 。 ネ ジ 止 方 式 は 、 本 体 両 端 の 円 形 の 大 き な 開 口 部 分 中 央 に 、 燃 焼 材 質
の 硬 質 座 板 を 挟 ん で 、 木 ネ ジ に よ り 間 接 的 に 固 定 す る の で あ り 、 座 板 だ け で 吊 り 受 け た 状
態 の 取 り 付 け 方 法 な の で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 実 験 用 の 建 物 内 部 の 天 井 に 発 明 装 置 を 吊 下 げ て 、 住 宅 室 内 を 建 築 し 、 火 災 を 想 定 し た 実
験 を 行 っ た 。 装 置 真 下 の コ ン パ ネ 床 材 に ガ ソ リ ン １ ０ ０ Ｃ Ｃ を 撒 き 点 火 し た 。 点 火 後 、 瞬
く 間 に 炎 は 立 ち 上 が り 、 天 井 ま で 達 し 、 点 火 後 が ら 、 ３ ０ 秒 後 に 消 火 装 置 に 火 が 延 焼 し 、
内 部 の 容 器 が 燃 焼 し 「 バ サ ッ 」 と い う 音 と 共 に 破 裂 し 、 一 騎 一 気 に 内 部 の 消 火 剤 が 拡 散 し
、 消 火 剤 は 、 炎 を 押 さ え る か の 様 に 立 ち 上 が っ て い た 炎 の 火 柱 を 消 し 去 り 、 一 瞬 で 炎 は 煙
と な っ て 立 ち 上 が っ た 。 そ の 後 １ 分 経 過 し 、 煙 の 残 留 は 認 め ら れ た が 、 再 燃 す る こ と も な
く 、 ５ 分 経 過 し 、 煙 は 残 っ て い た が 薄 く な り 、 再 燃 す る こ と も な か っ た 。 そ の 後 、 徐 々 に
煙 も 引 き 、 １ ０ 分 経 過 し て 内 部 の 状 況 が 目 視 で き 、 完 全 に 消 火 し て い る こ と を 確 認 し た の
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 同 、 装 置 か ら １ ｍ 離 し 、 同 床 材 に ガ ソ リ ン １ ０ ０ Ｃ Ｃ を 撒 き 点 火 し た 。 点 火 後 、 瞬 く 間
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に 炎 は 立 ち 上 が り 、 天 井 ま で 達 し 、 炎 は 更 に 「 バ チ バ チ 」 と 音 を た て な が ら 熱 風 を 舞 い 上
げ て 燃 え 膨 ら ん だ 。 点 火 後 か ら ５ ５ 秒 後 、 装 置 自 体 に 直 接 燃 焼 し た 様 子 は な か っ た が 、 吊
り 受 け の 座 板 が 突 然 変 形 し て 本 体 が 落 下 し 、 床 で 破 裂 し て 消 火 剤 が 拡 散 し た 。 炎 の 高 さ は
徐 々 に 低 く な り 、 消 火 剤 が 落 下 し て １ ０ 秒 後 に は 炎 は な く な り 、 一 面 煙 が 立 ち 込 め た 。 ５
分 経 過 し て も 煙 は 引 か ず 残 っ て い た が 、 再 燃 す る こ と も な か っ た 。 そ の 後 、 徐 々 に 煙 も 引
き １ ５ 分 経 過 し て 、 内 部 の 状 況 が 目 視 で き 、 完 全 に 消 火 し て い る こ と を 確 認 し た の で あ る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 同 、 装 置 に 着 火 燃 料 と 爆 竹 を 装 備 し 、 装 置 真 下 の 同 床 材 に ガ ソ リ ン １ ０ ０ Ｃ Ｃ を 撒 き 点
火 し た 。 点 火 後 、 瞬 く 間 に 炎 は 立 ち 上 が り 、 天 井 ま で 達 し 、 点 火 後 か ら 、 ２ ０ 秒 後 に 消 火
装 置 に 火 が 延 焼 し た と た ん 「 パ ァ ン ！ パ ァ ン ！ 」 と 爆 竹 の 音 と 共 に 、 内 部 の 容 器 が 破 裂 し
「 バ チ ャ ッ 」 と い う 音 と 共 に 、 一 気 に 内 部 の 消 火 剤 が 拡 散 さ れ 、 消 火 剤 は 、 立 ち 上 が っ て
い た 炎 の 火 柱 を 一 瞬 で 消 し 去 り 、 炎 は 煙 に な っ て 立 ち 上 が っ た 。 そ の 後 １ 分 経 過 し 、 煙 の
残 留 は 認 め ら れ た が 、 再 燃 す る こ と も な か っ た 。 ５ 分 経 過 し て も 、 煙 は 残 っ て い た が 、 薄
く な り 再 燃 す る こ と は な か っ た 。 そ の 後 、 徐 々 に 煙 も 引 き ８ 分 経 過 し て 、 内 部 の 状 況 が 目
視 で き 、 完 全 に 消 火 し て い る こ と を 確 認 し た の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 建 築 材 料 自 体 が 自 動 消 化 装 置 に な る と い う の は 、 こ れ ま で に な い 発 想 だ が 、 し か し 原 理
は 単 純 で あ り 、 リ ン ゴ が 木 か ら 落 ち る こ と に ヒ ン ト を 得 、 燃 え な い 建 材 を 燃 え る 建 材 に 逆
転 し た だ け な の で あ る 。 自 然 摂 理 の 活 用 分 野 な の で 、 本 発 明 の 原 理 は 無 限 の 可 能 性 を 秘 め
て い る 。 本 発 明 は 製 品 コ ス ト も 低 く 、 大 量 生 産 に よ り 量 販 す る こ と も 容 易 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 、 本 体 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 、 本 体 に 内 蔵 さ れ た 消 火 剤 容 器 の 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 、 本 体 を 分 解 し た 内 側 機 能 部 の 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 、 本 体 下 方 部 の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ １ ） 本 体 、 （ ２ ） 本 体 取 り 付 け 用 の 吊 り 受 け 座 板 、 （ ３ ） 取 り 付 け 用 木 ネ ジ 、 （ ４ ）
固 形 粉 末 消 火 剤 、 （ ５ ） 液 体 状 の 消 火 剤 、 （ ６ ） 本 体 取 り 付 け 用 の ネ ジ 孔 、 （ ７ ） 本 体 に
内 蔵 し た 消 火 剤 用 の 発 砲 ス チ ロ ー ル 容 器 、 （ ８ ） シ ー ト 状 の 固 形 燃 料 、 （ ９ ） 爆 竹 、 （ Ａ
） 通 火 用 の 丸 型 開 口 孔 、 （ Ｂ ） 通 火 用 の 網 目 開 口 孔
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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